
６月定例議会の一般質問は、15名の議員が36項目について行いました。

◆藤井栄一郎 議員
　○大山・菁莪地域の活性化推進について

　○土地利用について

◆加藤一生 議員
　○通学路等の車歩道分離化の推進について

　○高齢者の健康維持・促進を図る対策について

◆中山廣子 議員
　○食育の取組について

　○英語検定の検定料助成について

◆細井　公 議員
　○こもれびの森の現況について

　○既存住宅の整備について　○駅周辺の活性化について

◆中村匡志 議員
　○戸籍謄本・住民票などのコンビニ発行の導入について

　○幹線道路の整備について

◆遠藤　誠 議員
　○白岡中学校周辺の開発について

　○市内地域間交流について　○起業機会について

　○農地への太陽光発電設置基準について

　○アクティブシニア活躍支援事業について

◆野々口眞由美 議員
　○今後の街づくりについて

　○さわやか相談員などの学童期の子どもの支援体制と現状について

　○住民サービスの向上について

◆渡辺聡一郎 議員
　○白岡中学校周辺区域の土地利用について

　○公共施設・公園の更なる魅力の向上に向けて

◆松本栄一 議員
　○通学路の安全確保について

　○小学校の英語教科について

◆菱沼あゆ美 議員
　○道路損傷などの市民による通報について

　○選挙の期日前投票について　○公園について

◆中川幸廣 議員
　○西地区の「ハエ」の問題について

　○私道の整備について

　○小学校の英語教育について

◆関口昌男 議員
　○南小学校周辺の整備問題について

　○人口問題について

◆石原富子 議員
　○地域公共交通の改善策は

　○成年後見制度の普及に向けて取組は

◆斎藤信治 議員
　○市議会議員選挙の問題　○体育協会の改革を

◆山﨑巨裕 議員
　○学校給食の実態と学校給食費の無料化について

※１人につき２項目までを要約して掲載しています。

　第 5次総合振興計画で、土地利
用基本構想があり、新たな土地利

用が示されている。国道122号沿
いの工業系産業誘導区域、県道春

日部菖蒲線を含む商業サービス誘

導区域の現況と今後の方針は。レ

クリエーションゾーンに柴山沼を

接し『白岡道の駅』構想は。

土地利用の今後の方針は問

　第 5次総合振興計画で、『誰も
が交流するまち』を掲げ取り組ん

でいる。地域活動の活性化の参加

状況と今後の取組について伺う。

また、白岡の特産品である梨のブ

ランド化『白岡美人プロジェクト』

の今後の推進方法と目標について

伺う。

大山・菁莪地域の活性化
推進は問

　工業系産業誘導区域では、市の

発展に資するよう、既存の区域を

含め一体的な整備を行っていくこ

とが望ましい。商業サービス誘導

区域では、施設建設の問合せはな

いが、立地を図るため開発許可の

規則などを改正した。道の駅の設

置は、慎重に検討していく。

地域の特性に合った
土地利用を検討する答

　昨年度は、約770人の方が地域
活性化に関する事業に参加した。

今後は、積極的に事業のＰＲを行

い、その推進を図る。白岡美人プ

ロジェクトは、白岡の梨を全国有

数のブランド梨にすることを目標

とし、梨生産者などの関係者と一

体となって取組を進めていく。

事業の周知を図り取組を
推進していく答

君津市での梨の販売会

藤井栄一郎 議員

（清明会）
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